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平成１８年度の
筑後川における取り組み
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下流～中流

上 流

整備計画箇所

平成１８年度実
施箇所

紅粉屋地区高潮対策

城原川災害復旧

出来島樋管

城島地区環境
整備事業

寒水川水門工事

木塚地区築堤

巨瀬川築堤

八幡旧堤防撤去

日田地区環境整備事業

閘門・船着場整備



平成１８年９月台風１３号の高潮による施設被害状況

災害採択箇所
赤○数字・・６箇所
維持対応箇所

黄色○数字・・１６箇所
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若津水位（T.P.表示）

若津天文潮位（T.P.表示）

若津水位観測所（筑後川水系）
●台風によるの観測所の最高値（T.P）： ４．１５ｍ

計測時間（速報値）：平成１８年９月１７日１９時２０分

はん濫注意水位（警戒水位） T.P.２.４５ｍ

９月１７日 ９月１８日

今回最高水位
T.P. 4.15m

筑後川左岸 ６ｋ８５０ 大川市若津町向島地先

※観測値は、速報値のため変わることがあります。



地盤改良・築堤

地盤改良を実施している状況

紅粉屋

位置図

紅粉屋（新田入江）浸水状況
（平成11年9月24日：台風18号）

高潮対策（紅粉屋地区）
大川市紅粉屋地区

平成１８年９月台風１３号の際、土嚢積
により浸水を防いだ
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Ｈ１９地盤改良
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台風１３号を受けての緊急的対応（基本事項）

【対応方針】

平成１８年台風１３号の高潮において地元
の水防活動を容易にするための暫定的な対
応を実施。

【実施場所】

紅粉屋地区、小保地区、早津江地区、大野
島地区

紅粉屋

早津江

諸富

小保

対策工法標準断面図

大野島



木木 塚塚合合 川川
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位置図

川

小

石

原

宝

満

川

水没する旭町市営住宅

緊急対策特定区間（久留米市街部改修）

Ｈ．Ｗ．Ｌ

筑後川34k400左岸（木塚）

引 堤

築 堤

掘 削

築堤実施状況

◎平成１５年度から久留米市街部を緊急特定区間とし重点
的に整備を実施している（合川、大杜、木塚、瀬の下）

◎木塚地区は、水衝部でもあり背後の資産が集中しているこ
とから優先的に整備を実施。

水衝部対策



出来島樋管改築工事
位置図

六
五
郎
橋

県道 諸富・西島線

青
木

中
津

大
橋

Ｈ１９．３実施状況

◎佐賀県の道路整備事業と連携して堤防の嵩上げを
実施

◎現在、出来島樋管改築工事を実施中。（平成１９年度
完成予定）
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筑後川

寒水川
破堤：３０ｍ

破堤による甚大な被害

佐賀県により放水路工事実施中

平成２０年目途に完成予定

寒水川水門工事

水門設置箇所

位置図

平成13年7月12日
梅雨前線豪雨
床下浸水戸数 ６戸
浸水面積 ５９ｈａ

完成予想図

西寄橋

放水路分岐点

寒水川

筑後川

寒水川水門

破堤地点

佐賀県による放水路工事

平成２０年目処に佐賀県で放水路
工事、国で水門整備を実施し、寒水
川の治水安全度１/５０を確保



城原川未来づくり懇談会

城原川について、河川整備のイメージを示した「川づくりプラン」の作成

地域住民に親しみ深い川にし、
日常的に川にふれあうことができるための仕組みづくり

城原川を地域の核としたまちづくりや地域住民の連携体制の確立、
地域の防災力の向上

１．

２．

３．

◎佐賀大学の大串助教授を座長とし、地域住民代表、教育委員会等をメンバーとして「城原
川未来づくり懇談会」を開催。

＜目的＞

＜スケジュール＞
第１回懇談会（９月１３日）

第５回懇談会（２月１９日）

沿川地区説明会（計１６回）

子ども会議

城原川沿いの地区を対象
①かわづくりプランへの意見

①小中校生3,000人程度を対象

にカードを配布し意見聴取
②小学生による会議を開催（予定）

住民説明会３月１０日 佐賀市
３月２２日 神埼市川づくりプラン策定・アクションプラン検討



城原川かわづくりプラン平面図

城原川かわづくりプラン（案）

①安全に暮らせる基盤
づくりと地域防災力
の向上

洪水に対する安全性を確
保する基盤づくりを進め
るとともに、地域を含め
た総合的な防災力を向上
させる川づくりを目指し
ます。

②自然豊かで多様な生
物の生息空間の保全

瀬や淵、干潟環境からな
る生態系と草堰やヨシ原
が織りなす川の風景を保
全・再生する川づくりを
目指します。

③ひとびとの生活と城
原川とのつながりの
再生

昔、川は人が集う場で
あり地域交流の場でし
た。人と川とのつなが
りを再生し、人々に親
しまれる川づくりを目
指します。

水と暮らすふるさとを守り、人と川とのつながりを育む

①安全に暮らせる基盤
づくりと地域防災力
の向上

洪水に対する安全性を確
保する基盤づくりを進め
るとともに、地域を含め
た総合的な防災力を向上
させる川づくりを目指し
ます。

②自然豊かで多様な生
物の生息空間の保全

瀬や淵、干潟環境からな
る生態系と草堰やヨシ原
が織りなす川の風景を保
全・再生する川づくりを
目指します。

③ひとびとの生活と城
原川とのつながりの
再生

昔、川は人が集う場で
あり地域交流の場でし
た。人と川とのつなが
りを再生し、人々に親
しまれる川づくりを目
指します。

水と暮らすふるさとを守り、人と川とのつながりを育む



屋敷橋上下流の左岸屋敷橋上下流の左岸
((延長約延長約188m)188m)

お
茶
屋
堰

新
宿
橋神

代
橋

城原川

神代橋下流～新村橋下流の両岸神代橋下流～新村橋下流の両岸
((延長約延長約2km)2km)

神
埼
橋

新
村
橋

直
鳥
橋

屋
敷
橋

神埼橋～協和橋間神埼橋～協和橋間
((床止工床止工))

直鳥橋～神代橋間の左岸直鳥橋～神代橋間の左岸
((延長約延長約24m)24m)

新村橋～神埼橋間の右岸新村橋～神埼橋間の右岸((延長約延長約30m)30m)

城原川改修工事

被災状況 現在の施工状況

施工イメージ図

◎改修事業と災害復旧事業を併せて事業実施。

◎流下能力の低い夫婦井樋橋下流部を掘削・護岸整備



庄手川

隈川
筑後川

筑後川

川　まち　未来づくり懇談会

＜各検討部会＞

・景観検討部会

・三川分派対策部会

・河川利活用検討部会

・水環境部会

必要に応じて部会を設置

・まちづくり部会

川づくりプランの作成

・庄手川検討部会

川　まち　未来づくり懇談会の進め方

検　討

水辺に近づける庄手川
のイメージパース

日田 川 まち 未来づくり懇談会

平成１９年度予定

Aグループ

川づくりプラン
・・・・・・・

庄手川かわづくりプラン（案）

全体で議論し１つにまとめる

地域住民に説明・意見聴取

庄手川かわづくりプラン策定

Fグループ

川づくりプラン

庄手地区 川づくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの進め方

参加者が６グループ（計４７人）に分かれて各グループ毎に庄

手川の川づくりプランを検討
１月から４回実施



三隈大橋

銭渕橋

みどり橋

高瀬地区310m程度 若宮地区220m程度

島
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内
堰

三
隈
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高瀬地区整備イメージ

日田地区環境整備

遊歩道完成写真

船着場完成写真

平成１９年度予定

◎平成１７年度～平成２０年度環境整備事業を実施

◎平成１８年度は遊歩道及び船着場の整備

◎地域住民の意見を聞きながら実施



３月２１日「くるめ船通し」が開通！

くるめ舟通し

位置図

船着場(くるめウス)船着場(宮ノ陣)

船着場整備（太刀洗）（６月完成予定）



３月２１日「くるめ船通し」が開通！
閘門の通行イメージ 西日本新聞（夕刊）Ｈ１９．３．１２



環境整備事業
（城島）

位置図

筑
後
川

→

城島地区環境整備事業

葦刈の状況（Ｈ１９．２．２５）

◎平成１６年度～平成１８年度に環境整備事業

を実施。

◎「川辺りの会」と整備内容等について協議し

ながら事業実施。

◎整備内容は、ワンド、高水敷生成などを実施



模型の範囲

筑
後
川

→

合川地区景観形成事業
位置図

合川地区

◎久留米の合川地区において地域住民のニーズを把
握しよりよい川づくりを実施するため「くるめウス周辺
環境整備懇談会 」を開催。

◎メンバーは、NPO、地元代表、学識者、久留米市など

から構成。
◎今年度、平成１８年１０月に第１回目を開催し、３月ま
でに５回実施した。

◎実施にあたっては模型などを使い検討を行った。

←

高
良
川

検討対象範囲

高良川合流点付近の模型



合川地区景観形成事業

←

高
良
川

実施後

模型の範囲

筑
後
川

→

実施前

身障者の方の現地確認

◎景観形成事業により護岸の補修及び親水性を

考慮した整備を行った。経年的に自然環境の変

化を確認する。

◎来年度より当該地区において環境整備事業を

実施。



くるめウスが来館者数２５万人突破！
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１５年度 １６年度 １７年度 １８年度

くるめウス客数

56,000人 60,000人
70,000人 73,000人

累計

２６万人

西日本新聞（朝刊）Ｈ１９．２．１９



地域と連携した防災力の向上

◇自治体、県土木、河川事務所のさらなる連携

H18.7.4城原川洪水及びH18.9.17台風13号高潮を受

けて、大規模な洪水及び高潮災害が生じた時に関係機
関がどう行動すべきかをシミュレーションする机上訓練

を実施。 【神埼市、大川市】

～流域自治体との連携強化～ ～きめ細やかな防災情報の提供～

洪水時の机上訓練の状況（於：神崎市役所）

◇首長と河川事務所長とのホットライン

◇洪水ハザードマップの技術支援

水防法に基づき、自治体が作成・公表
しなければならない洪水時のハザード
マップの技術的な支援を引き続き図って
いきます。

７自治体公表／氾濫区域内 19自治体

◇河川監視カメラの映像を自治体、放送局等へ
の提供に向けた調整

◇わかりやすい防災用語の周知徹底

洪水時等のカメラ映像

民間放送局等

・行動や状況を示す語句で構成された用語への改善
例：警戒水位→はん濫注意水位

・聞いてわかりやすい用語への改善
例：破堤→(堤防の)決壊、洗掘→深掘れ 等

住民の避難行動

※平成18年度は、小郡市にて公表されました→

◇ブロック毎の災害情報協議会を設置



河川管理維持管理計画

◎平成１８年度に筑後川においても河川管理維持管理計画を策定。今後、これに基

づき適正な維持管理を実施。



ガタ土堆積による機能低下

花宗水門に堆積するガタ土

河道内樹木の繁茂

朝羽大橋付近の樹木

秩序ある河川空間の利用

水面利用のようす

軟弱地盤による構造物への影響

沈下による護岸のクラック

不法投棄・ゴミ

不法投棄ゴミ

新田樋管

数多くの老朽化した河川管理施設の管理

河川管理維持管理計画



【刈草の利用事例】

・果樹園、茶畑の敷草
・堆肥

・家畜の飼料 etc
【乳用牛の飼料】

【茶畑のマルチング材】 【酪農家による堆肥化】

平成17年の配布状況

刈り草の有効利用

佐賀新聞

◎刈草を無償で配布

◎堆肥化し公園へ利用

＜刈草リサイクル率＞
Ｈ１７ → １６．８％
Ｈ１８ → ２１．６％



地域住民による清掃活動状況

平成18年10月24日 有明新報

地域住民による維持管理 筑後川・矢部川

巨瀬川（大橋小学校前）において地域住民による
維持管理が始まっています。



河川美化ボランティア功労表彰

◎筑後川河川事務所、日田市、久留米市、佐賀市、（社）北部九州河川利用協会は、筑
後川直轄管理区間における河川美化 ボランティア活動の活性化を目的に「河川美化ボ

ランティア推進協議会」を発足させました。

◎これらの活動に功績のあった団体（個人含む）の表彰式を行いました。（平成１９年３月
２０日）

活動状況



川の指導者養成講座

＜川の指導者養成講座＞

◎より多くの方に川に触れてもらい川に対
する認識を深めてもらうことを目的に開催。

◎平成１７年度、平成１８年度と川の指導
者養成講座を実施。

◎平成１７年度 ３６人、平成１８年度３６人
参加。

◎平成１９年度は夏場の暖かい時期に実
施。

＜リバースクールの開催＞

久留米市（合川）、神埼市（城原川）、日田
市（大山）において地域住民が主体となりリ
バースクールが開催されている。



まとめ （これからの整備の方向性）

下流部の高潮対策、久留米市街部の対策を中心とした治水対策を
着実に実施するとともに、河川管理者、流域自治体、住民が協働して
安全な流域を目指します。

城原川や日田地区、合川地区などで実施している懇談会などを継続
し、「対話」と「協働」によるかわづくりを積極的にすすめます。

リバースクールや住民の手による河川管理などの人々が川とふれ
あう機会を増やすとともに、人々が筑後川に関心を持ってもらえるよ
うな魅力あるかわづくりを行います。


	平成１８年度の�筑後川における取り組み

